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東
京
都
が
３
月
の
都
議
会

に
提
出
し
、
６
月
の
都
議
会

で
否
決
さ
れ
た
「
東
京
都
青

少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
」
は
、
「
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、

児
童
ポ
ル
ノ
の
根
絶
及
び
青

少
年
を
み
だ
り
に
性
的
対
象

と
す
る
図
書
類
を
青
少
年
に

閲
覧
等
さ
せ
な
い
た
め
の
措

置
に
係
る
都
・
事
業
者
・
都

民
の
責
務
等
を
規
定
す
る
と

と
も
に
、
青
少
年
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
の
整
備

に
関
す
る
規
定
を
改
め
る
」

と
い
う
も
の
で
、
具
体
的
に

は
、
次
の
３
項
目
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼
児
童
ポ
ル
ノ
の
根
絶
等
に

係
る
責
務
を
規
定
す
る
ほ

か
、
青
少
年
を
み
だ
り
に
性

的
対
象
と
す
る
漫
画
等
の
う

ち
著
し
く
悪
質
な
内
容
の
も

の
を
、
青
少
年
へ
の
販
売
等

を
規
制
す
る
「
不
健
全
図

書
」
の
指
定
対
象
に
追
加
す

る
。
▼
都
が
青
少
年
の
所
持

に
適
し
た
携
帯
電
話
を
推
奨

す
る
こ
と
に
関
す
る
規
定
を

設
け
る
。
▼
保
護
者
に
よ
る

携
帯
電
話
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

〝
愛
〞と〝
感
謝
〞の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

「
私
た
ち
の
先
生
」表
彰
式

 

今
年
は
15
人
に
感
謝
状

　
平
成
21
年
度
「
私
た
ち
の

先
生
」
表
彰
式
が
、
３
月
13

日
（
土
）
、
逓
信
総
合
博
物

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち

が「
出
会
え
て
良
か
っ
た
」と

思
う
先
生
に
、
感
謝
と
敬
意

を
表
し
て
感
謝
状
を
贈
る
も

の
で
、
今
年
度
は
、
15
名
の

先
生
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
、
受
賞
さ
れ

た
先
生
を
推
薦
し
た
保
護
者

や
子
ど
も
た
ち
が
会
場
一
杯

に
詰
め
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
手

作
り
の
く
す
玉
や
、
先
生
の

似
顔
絵
を
描
い
た
お
そ
ろ
い

の
う
ち
わ
な
ど
を
持
参
。

「
愛
と
感
謝
を
こ
め
て
　
あ

り
が
と
う
」
と
描
い
た
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
、
壇
上
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
た
場
面
も
あ

り
、
表
彰
式
に
華
を
添
え
て

い
ま
し
た
。
【
＝
写
真
】

　
子
ど
も
た
ち
の
先
生
へ
の

推
薦
文
に
は
、
「
先
生
の
お

か
げ
で
勉
強
が
楽
し
く
な
っ

た
」
、
「
悪
い
こ
と
を
し
た

ら
し
っ
か
り
と
叱
っ
て
く
れ

る
」
、
「
来
年
も
担
任
は
、

先
生
が
い
い
！
」
な
ど
日
頃

の
先
生
と
の
絆
を
感
じ
さ
せ

る
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
、
出

席
し
た
誰
も
が
、
心
が
あ
た

た
か
く
な
る
素
晴
ら
し
い
表

彰
式
と
な
り
ま
し
た
。

グ
解
除
の
厳
格
化
に
関
す
る

規
定
を
設
け
る
。

　
特
に
最
初
の
項
目
に
つ
い

て
出
版
社
、
漫
画
家
な
ど
が

反
対
表
明
を
す
る
な
ど
報
道

さ
れ
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
「
表
現
の
自
由
を
侵
害

す
る
も
の
」、「
『
ド
ラ
え
も

ん
』
の
し
ず
か
ち
ゃ
ん
の
入

浴
シ
ー
ン
が
規
制
さ
れ
る
」

と
い
う
、
誤
っ
た
認
識
も
先

行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
こ
の
条
例
改
正
案

は
、
子
ど
も
に
対
す
る
性
行

為
等
を
描
い
た
漫
画
を
子
ど

も
に
見
せ
な
い
、
売
ら
な
い

た
め
の
も
の
で
、
「
ド
ラ
え

も
ん
」
や
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん

ち
ゃ
ん
」
、
「
キ
ュ
ー
テ
ィ

ー
ハ
ニ
ー
」
な
ど
が
対
象
と

な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
対
象
と
な
る
の
は
、
強

姦
や
近
親
相
姦
な
ど
社
会
的

に
許
さ
れ
な
い
性
行
為
が
、

さ
も
良
い
こ
と
の
よ
う
に
、

ま
た
、楽
し
い
こ
と
の
よ
う

に
描
写
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、そ
れ
は
た
ぶ
ん
、皆
さ
ま

の
想
像
を
超
え
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
大
人
で
も
正
視

に
耐
え
る
も
の
で
は
な
く
、

思
わ
ず
本
を
閉
じ
て
し
ま
う

よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
漫
画
は
現

在
、
都
内
で
は
規
制
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
子
ど
も
で
も
手

に
取
り
、
買
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
を
成
人
コ
ー
ナ

ー
な
ど
に
陳
列
す
る
よ
う
に

規
制
す
る
の
が
、
今
回
の
条

例
改
正
案
で
す
。
長
野
県
を

除
く
全
道
府
県
で
は
す
で

に
、
性
行
為
の
描
写
が
一
定

の
分
量
を
超
え
た
場
合
は
子

ど
も
へ
の
販
売
等
を
禁
止
す

る
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
都
小
Ｐ
は
３
月
と
６
月
の

都
議
会
会
期
中
に
、
都
議
会

議
長
、
副
議
長
、
各
会
派
を

訪
れ
、
こ
の
改
正
案
の
成
立

に
向
け
て
の
要
望
書
を
提
出

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
「
子

ど
も
の
健
全
な
成
長
を
阻
害

す
る
よ
う
な
漫
画
を
、
子
ど

も
に
は
見
せ
た
く
な
い
」
と

い
う
親
と
し
て
の
当
た
り
前

の
願
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
都
内
小
学
校
保
護

者
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
に

も
、
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
改
正
案
は
６
月

都
議
会
で
否
決
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
現
在
、
都
は

早
期
に
条
例
改
正
案
を
都
議

会
に
提
出
す
る
よ
う
、
各
方

面
と
議
論
を
重
ね
て
検
討
中

と
の
こ
と
。
こ
う
し
た
漫
画

を
子
ど
も
た
ち
が
容
易
に
購

入
で
き
る
現
状
を
一
刻
も
早

く
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
件
に
関
す
る

都
の
取
組
に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
等
が
あ
る
場
合
は
、
東

京
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本

部
青
少
年
課
（
電
話
０
３
‐

５
３
８
８
‐
３
１
８
６
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

条
例
改
正
に
向
け

都
議
会
へ
提
出

　
子
ど
も
を
性
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
、
子
ど
も
と

の
性
行
為
を
さ
も
良
い
こ
と
の
よ
う
に
描
写
し
て
い

る
漫
画
等
が
、
書
店
で
子
ど
も
で
も
手
に
取
れ
る
状

態
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
東
京
都
は
、
著
し
く
悪
質
な
内
容
の
漫
画
等
を
成

人
コ
ー
ナ
ー
に
区
分
陳
列
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
る

条
例
改
正
案
を
都
議
会
に
提
出
し
否
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
、
早
期
に
条
例
改
正
案
を
議
会
に
提
出
す

る
よ
う
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「青少年健全育成条例改正案の
都議会第二回定例会における成立に関する緊急要望」

　現在、都議会で審議中の青少年健全育成条例改正案には、青少年の健
全な育成を図るため、児童ポルノの根絶や青少年を性的対象として取り扱
う漫画・アニメ等の蔓延防止と、青少年のインターネット利用環境の整備
に関する規定が盛り込まれています。
　具体的には、
　　　○ 子どもを守るため、子どもが健やかに育つために、みんなで児童

ポルノを根絶する責務を自覚すること
　　　○ 漫画やアニメのうち、幼い子どもが自ら性交を求め、快楽を得て

いるかのようなものや、親子や姉弟・兄妹間の激しい性交があた
かも愛情表現の一環であるかのように描かれているものなど、子
どもに対する悪質な性行為を描いたものを、子どもに見せない、
売らないようにすること

　　　○ 携帯電話を介したインターネットの有害情報を巡り、子どもが児
童買春などの犯罪やトラブルに巻き込まれたりすることのないよ
うに、フィルタリングの実効性を確保すること

を内容としています。

　これは、子どもたちが児童ポルノの犠牲者となり、その姿がインターネ
ット上で永久に大人の性的視線にさらされることのないようにしたい、悪
質な漫画等に幼いときから触れることで子どもの性的な常識や価値観、判
断能力が歪められないようにしたい、インターネット上の有害情報をきっ
かけとして子どもが被害者・加害者になることのないようにしたいとい
う、親としてのごく当たり前の願いを反映したものです。
　特に、漫画等については、性的刺激の強いものを青少年の目に触れない
ように区分陳列する制度が、条例に基づいて既に長年にわたり実施され、
定着しています。それにもかかわらず、一部には、今回の改正に限って、
表現の自由を侵害する恐れがある、漫画家等の創作活動を萎縮させるな
どとして、この条例改正案に反対している人がいます。
　このような主張に与し、大人が子どもを性的対象として弄び、傷つける
ことを許してよいはずがありません。
　
　今年３月、私たち（社）東京都小学校ＰＴＡ協議会は、都議会第一回定
例会で審議されていたこの条例案の早期成立を求め、要望書を提出しまし
た。
　しかし、私たちの願いはかなわず、条例案の審議は、第二回定例会に
持ち越しになりました。私たち大人には、子どもを守る社会的責務があり
ます。児童が性的対象になることが野放しの状態となっている現状は、一
刻も早く改善していくべきと考えます。
　子どもの尊厳を守る社会、子どもを守る社会の実現を目指して、私たち
は、この条例改正案を支持し、６月の都議会第二回定例会で成立を期され
るよう、あらためて強く要望します。 （要望書全文）

子どもに見せられない本の区分陳列
都小Ｐが要望書
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■
問
１
＝
教
員
の
６
割
以

上
が
、
新
学
習
指
導
要
領
の

先
行
実
施
に
よ
り
、
授
業
内

容
が
「
変
わ
っ
た
」
と
回
答

し
て
い
る
が
、
「
変
わ
っ

た
」
と
思
う
保
護
者
は
約
３

分
の
１
で
あ
っ
た
。
「
わ
か

ら
な
い
」
と
回
答
す
る
保
護

者
も
約
３
分
の
１
で
あ
る
。

保
護
者
は
、
も
う
少
し
学
校

の
様
子
に
関
心
を
持
つ
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
■
問
２
＝
新
学
習
指
導
要

領
実
施
に
伴
う
、
学
校
か
ら

の
説
明
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
７
割
弱
、
教
員
の
９
割

弱
が
「
十
分
あ
っ
た
」
、

「
少
し
あ
っ
た
」
と
回
答
。

保
護
者
の
２
割
、
教
員
の
１

割
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回

答
し
て
い
る
こ
と
も
気
に
な

る
。

　
■
問
３
＝
新
学
習
指
導
要

　
２
年
間
の
移
行
措
置
期
間

を
経
て
、
来
年
度
か
ら
新
し

い
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実

施
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
改

訂
は
、
約
60
年
ぶ
り
に
改
正

さ
れ
た
教
育
基
本
法
等
を
受

け
、
従
来
以
上
に
多
く
の

「
変
化
」
を
学
校
に
求
め
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
全
教
育
活
動
を

通
じ
て
道
徳
教
育
や
言
語
活

動
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
日

々
の
授
業
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

各
学
校
が
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
く
新
た
な
学
校
づ
く
り

を
行
う
に
当
た
っ
て
重
要
な

の
は
、
こ
う
し
た
「
変
化
」

に
か
か
わ
る
情
報
を
家
庭
や

地
域
に
発
信
す
る
と
と
も

領
の
改
善
内
容
に

期
待
す
る
も
の
と

し
て
、
保
護
者

は
、
「
規
範
意
識

や
他
人
を
思
い
や

る
心
を
は
ぐ
く

む
」
（
45
％
）
、

「
言
語
の
力
を
は

ぐ
く
む
」
（
42

％
）
が
多
く
、
そ

の
他
の
項
目
も
20

％
前
後
の
保
護
者

が
期
待
を
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か

る
。
教
員
は
、

「
言
語
の
力
」

（
62
％
）
、
「
規

範
意
識
」
（
52

％
）
の
二
つ
が
突

出
し
て
お
り
、
次

い
で
「
理
数
の
力

を
は
ぐ
く
む
」

（
25
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
「
外
国
語

教
育
を
充
実
す
る
」
が
10
％

に
満
た
ず
、
保
護
者
と
の
温

度
差
を
感
じ
る
。

　
■
問
４
＝
土
曜
日
の
授
業

や
、
代
休
な
し
の
行
事
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

約
６
割
が
賛
成
と
回
答
し
て

い
る
が
、
教
員
は
約
１
割
に

過
ぎ
ず
、
半
数
の
教
員
が
、

「
で
き
れ
ば
や
め
て
ほ
し

い
」
「
反
対
」
と
回
答
し
て

い
る
。

に
、
保
護
者
等
の
要
望
を
踏

ま
え
、
一
体
と
な
っ
て
取
組

を
進
め
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
た
め
都
教
育
委
員
会

は
、
本
年
8
月
31
日
、
区
市

町
村
教
育
委
員
会
の
指
導
主

事
等
を
対
象
に
、
新
学
習
指

導
要
領
の
全
面
実
施
に
向
け

た
説
明
会
を
開
催
し
、
指
導

の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
周

知
す
る
と
と
も
に
、
管
下
の

学
校
が
改
訂
に
伴
う「
変
化
」

を
保
護
者
等
に
説
明
す
る
よ

う
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
各
問
に
つ
い
て
で
す

が
、
ま
ず
問
１
で
は
、
「
新

学
習
指
導
要
領
の
先
行
実
施

で
何
か
変
わ
っ
た
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
、
62
％
の
教

員
が
「
変
わ
っ
た
」
と
す
る

一
方
、
ほ
ぼ
同
じ
割
合
の
保

護
者
が
「
変
わ
ら
な
い
」
又

は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

　
続
く
問
２
で
は
、
「
新
学

習
指
導
要
領
に
伴
う
変
更
等

に
関
す
る
説
明
」
に
つ
い

て
、
「
十
分
あ
っ
た
」
と
回

答
し
た
教
員
が
29
％
、
保
護

者
は
そ
の
約
半
分
の
割
合
で

す
。ま
た
、「
少
し
あ
っ
た
」と

す
る
保
護
者
は
49
％
、
教
員

は
56
％
、
説
明
が
「
な
か
っ

た
」
と
す
る
保
護
者
は
13

％
、
教
員
が
４
％
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
新

学
習
指
導
要
領
に
伴
う
「
変

化
」
に
関
す
る
学
校
の
説
明

及
び
保
護
者
の
理
解
が
、
ま

だ
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

　
問
３
で
は
、
「
新
学
習
指

導
要
領
の
改
善
内
容
に
期
待

す
る
も
の
」
と
し
て
、
「
規

範
意
識
や
他
人
を
思
い
や
る

心
を
は
ぐ
く
む
」
、
「
言
語

の
カ
を
は
ぐ
く
む
」
の
二
つ

が
、
保
護
者
、
教
員
共
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
言
語
は

知
的
活
動
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
感
性

・
情
緒
の
基
盤
で
す
。
こ
の

二
つ
は
関
連
し
合
う
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
協
力
し
て
指
導
に
当

た
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
問
４
で
は
、
「
土
曜
日
の

授
業
や
代
休
な
し
の
行
事
」

に
つ
い
て
「
必
要
」
で
あ
る

と
認
識
す
る
保
護
者
が
86
％

い
る
の
に
対
し
、
教
員
は
38

％
、
「
で
き
れ
ば
や
め
て
ほ

し
い
」
「
反
対
」
と
す
る
保

護
者
は
７
％
、
教
員
は
52
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
が
こ
う
し
た
保
護
者

の
要
望
を
踏
ま
え
、
土
曜
日

の
授
業
を
実
施
す
る
際
に

は
、
校
内
の
指
導
体
制
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者

及
び
地
城
の
人
々
に
対
し
て

趣
旨
説
明
を
行
う
な
ど
、
十

分
な
理
解
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

調
査
結
果
を
み
て

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
主
任
指
導
主
事

儘
田
文
雄

問１～問４

新
学
習
指
導
要
領

質　問　項　目

土曜日の授業 親と教師の考え方に差
「
保
護
者
と
先
生
の
意
識
調
査
２
０
１
０
」結
果
か
ら

　
都
小
Ｐ
は
今
年
8
月
、
都
内
公
立
小
学
校
の
保
護
者

と
先
生
を
対
象
に
、
『
保
護
者
と
先
生
の
意
識
調
査
２

０
１
０
「
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〜
子

ど
も
た
ち
の
環
境
　
今
・
こ
れ
か
ら
〜
」
』
（
有
効
回

答
数
＝
保
護
者
１
９
９
１
名
、
教
員
３
５
２
名
、
計
２

３
４
３
名
）
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中

か
ら
、
「
新
学
習
指
導
要
領
」
と
、
「
子
ど
も
の
体
力

に
つ
い
て
」
の
調
査
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。
質
問
項

目
を
参
照
し
な
が
ら
お
読
み
下
さ
い
。

新学習指導要領　※この項目は、保護者・先生ともにご回答下さい。

　新学習指導要領が、今年度より先行実施されています。授業数が増加し、言語活動、理数教育の充実が図られ、
各教科では思考力、表現力が重視されます。道徳、伝統や文化に関する教育も充実され、5年生・6年生で英語の授
業が週1回必修化されます。この新学習指導要領についてお聞きします。

問1. 新学習指導要領の先行実施が開始されたことで、あなたのお子さんの学校（先生は勤務校）では、少人数学
習が増えた、授業内容が変わった、宿題が増えたなど、何か変わりましたか？

ア．変わった　イ．変わらない　ウ．わからない

問2. 新学習指導要領実施に伴う、指導方法、指導内容の変更等に関連して、学校から保護者への説明はありまし
たか？

ア．十分あった　イ．少しあった　ウ．なかった　エ．わからない

問3. 文部科学省発行の「新学習指導要領　生きる力」のパンフレット（保護者用）によれば、新学習指導要領の
具体的な改善内容は下記の通りです。この中であなたが期待するものは何ですか？　２つまで選んで下さい。

ア．言語の力をはぐくむ　イ．理数の力をはぐくむ　ウ．外国語教育を充実する　
エ．伝統や文化に関する教育を充実する　オ．新しい時代に対応した教育を充実する
カ．規範意識や他人を思いやる心をはぐくむ　キ．健やかな体を育てる　
ク．期待するものはない

問4. 土曜日に学校のカリキュラムとして授業を行ったり、代休なしの行事を実施したりする学校も出てきました。
これについて、あなたの考えに近いものはどれですか？

ア．必要なのだから賛成　イ．必要なのだから仕方がない　ウ．できればやめてほしい　エ．反対　
オ．学校のカリキュラムではない、土曜スクールならば賛成　カ．わからない

子どもの体力について　※この項目は、保護者のみご回答下さい。　
　　　　　　　　　　　※複数の小学生をお持ちの場合は、任意のお一人についてご回答ください。

　子どもたちの運動不足、体力低下が危惧されています。平成２０年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」
では、東京都の児童・生徒の体力は、全国平均を大きく下回る結果となりました。東京都教育委員会は、次代の東
京を担う心身共にたくましい児童・生徒を育成することを目的として、平成２１年５月に「子供の体力向上推進本
部」を設置しました。

問 9. お子さんの運動量や体力についてどう思っていますか？　２つまで選んでください。

ア．学校の授業や遊びで十分　イ．学校のクラブ活動をしているので十分　
ウ．学校外のスポーツ教室に通わせているので十分　エ．体を動かす機会がないので心配
オ．ゲームばかりしていて心配　
カ．子どもがしている（やらせている）運動が、体力や運動能力向上につながらないのではないかと思う

問10. お子さんは学校以外で、運動やスポーツ、外遊び等で、体を動かす機会がありますか？

ア．毎日ある　イ．週3日以上ある　ウ．土日など休みの日はある　
エ．時々ある　オ．ほとんどない　カ．わからない

問11. もっと時間があったら、お子さんに何をさせたいですか？ 

ア．勉強　イ．スポーツ　ウ．外遊び　エ．読書　オ．友達と過ごす　カ．睡眠　キ．食事　
ク．家族との団欒　ケ．家事手伝い　コ．パソコン　サ．休養　シ．自由な時間　ス．わからない
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※
こ
の
項
目
は
保
護
者
の

み
の
回
答
で
す
。

　
■
問
９
＝
我
が
子
の
運
動

量
や
体
力
に
つ
い
て
、
42
％

が
「
体
を
動
か
す
機
会
が
な

い
の
で
心
配
」
と
回
答
。
一

方
、
「
学
校
外
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
に
通
わ
せ
て
い
る
の
で

十
分
」
が
35
％
、
「
学
校
の

授
業
や
遊
び
で
十
分
」
が
30

％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
子
ど
も
が
し
て
い
る
運
動

が
、
体
力
や
運
動
能
力
向
上

に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
危
惧
す
る
保
護
者

も
23
％
に
上
る
。

　
■
問
10
＝
学
校
以
外
で
の

体
を
動
か
す
機
会
に
つ
い
て

は
、
「
毎
日
あ
る
」
が
17

％
、
「
週
3
日
以
上
あ
る
」

は
、
35
％
だ
っ
た
。

　
■
問
11
＝
も
っ
と
時
間
が

あ
っ
た
ら
、
子
ど
も
に
「
外

遊
び
」
を
さ
せ
た
い
と
い
う

回
答
が
24
％
で
最
も
多
か
っ

た
。
次
い
で
、
「
ス
ポ
ー

ツ
」
が
18
％
と
、
体
を
動
か

す
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し

て
い
る
よ
う
だ
。
「
勉
強
」

（
8
％
）
よ
り
も
「
友
達
と

過
ご
す
」
（
12
％
）
、
「
読

書
」
（
11
％
）
が
多
く
、
ホ

ッ
と
す
る
。

運
動
は
気
持
ち
を

前
向
き
に

　
―
と
い
う
こ
と
は
、
例
え

ば
元
気
が
な
い
と
か
、
眠
れ

な
い
時
っ
て
、
無
理
に
眠
ろ

う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
運

動
す
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
走
っ
た
り

す
る
と
前
向
き
に
な
り
ま
す

よ
。
僕
は
引
退
し
て
か
ら
、

体
を
動
か
す
機
会
が
な
く
な

っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。
日
常

生
活
で
は
、
体
を
動
か
す
範

囲
が
狭
い
ん
で
す
。
腕
を
大

き
く
上
に
上
げ
た
り
、
回
し

た
り
っ
て
、
日
常
で
は
あ
ん

ま
り
や
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
だ

か
ら
ジ
ム
に
行
っ
て
運
動
す

る
。
運
動
す
る
と
朝
が
違
っ

て
き
ま
す
よ
。
気
力
が
わ
い

て
く
る
し
ね
。

　
―
体
を
使
っ
て
、
疲
れ

て
、
眠
れ
る
と
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
そ
う
で
す
ね
。

　
は
い
。
体
を
動
か
す
、
使

う
事
が
大
切
で
す
。
人
間
は

酸
素
と
ブ
ド
ウ
糖
で
動
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
全
身
に

行
き
渡
ら
せ
る
に
は
運
動
し

か
な
い
。
運
動
す
る
か
ら
血

流
が
良
く
な
り
、
血
液
が
酸

素
を
運
び
、
栄
養
を
運
ぶ
と

い
う
考
え
方
で
す
。

親
も
一
緒
に

走
れ
ば
い
い

　
―
家
庭
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
ど
の
よ
う
に
運
動
さ
せ

れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
元
気
が
な
さ
そ
う
に
見
え

る
子
に
「
さ
、
そ
こ
ら
辺
走

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」
っ
て

わ
け
に
も
い
か
な
い
と
思
う

の
で
す
が
。

　
い
や
、
そ
れ
で
も
良
い
ん

で
す
よ
。
や
ろ
う
と
思
え
ば

い
く
ら
で
も
で
き
る
ん
で
す

け
ど
ね
。
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
に
人
が
並
ん
で
る
。
そ

れ
を
見
た
子
ど
も
た
ち
も
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
並
ぶ
と

い
う
光
景
を
よ
く
見
か
け
ま

す
が
、
階
段
を
登
れ
ば
良
い

の
に
っ
て
思
い
ま
す
ね
。
家

族
一
緒
に
、
階
段
を
登
れ
ば

良
い
ん
で
す
。
そ
う
、
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
子
ど
も

と
一
緒
に
そ
こ
ら
辺
走
れ
ば

良
い
ん
で
す
よ
（
笑
い
）
。

　
―
学
校
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

　
学
校
に
指
導
に
行
く
機
会

も
あ
り
ま
す
が
、
先
生
方
も

二
極
化
の
話
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
ね
。
ど
の
子
も
遊
ん
で

い
る
分
に
は
良
い
の
で
す

が
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で

差
が
出
て
く
る
ん
で
し
ょ

う
。
幅
広
く
体
を
動
か
す
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。
あ
き
ら
か
に
遊
び

の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
能
力

を
発
揮
し
ま
す
。

　
―
遊
び
が
大
切
と
い
う
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
「
子
ど
も
の
体
力
に
つ
い

て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
体
操
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
米
田
功
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
―
日
頃
子
ど
も
た
ち
と
接

し
て
い
て
、
体
力
の
低
下
は

感
じ
ま
す
か
？

　
小
さ
い
子
た
ち
は
あ
ま
り

感
じ
ま
せ
ん
が
、
高
学
年
に

な
る
と
差
が
出
て
く
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
動
け
る
子
と

動
け
な
い
子
の
二
極
化
が
進

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　
―
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
準
備
運
動

だ
け
で
へ
ば
っ
て
し
ま
う
事

で
し
ょ
う
か
ね
。

　
―
そ
れ
は
米
田
さ
ん
の
体

操
教
室
に
通
っ
て
い
る
お
子

や
ら
さ
れ
て
い
る
か
、
自
分

か
ら
や
る
か
、
で
し
ょ
う
。

遊
ん
で
い
る
様
子
を
見
る
限

り
で
は
、
体
力
の
低
下
は
感

じ
ま
せ
ん
ね
。
体
力
は
低
下

し
て
い
て
も
、
遊
び
な
ら
マ

ッ
ク
ス
ま
で
出
せ
る
。
限
界

を
超
え
て
も
遊
べ
る
。
僕
た

ち
も
子
ど
も
の
頃
そ
う
で
し

た
よ
ね
？
楽
し
い
か
ら
、
疲

れ
を
忘
れ
て
遊
ん
だ
。
そ
う

い
う
中
か
ら
体
力
は
つ
い
て

き
ま
す
。
体
操
教
室
は
、
体

力
の
底
上
げ
に
は
な
り
ま
す

が
、
遊
び
に
勝
て
る
も
の
は

な
い
な
ぁ
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
す
ね
。

　
―
遊
び
っ
て
大
切
な
ん
で

す
ね
。
意
識
調
査
の
問
11
で

も
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
外

遊
び
を
さ
せ
た
い
と
願
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
え
え
、
遊
び
っ
て
大
切
で

す
。
外
遊
び
と
い
っ
て
も
、

な
か
な
か
外
遊
び
が
で
き
な

い
の
が
現
実
で
す
。
今
の
子

ど
も
た
ち
は
、
習
い
事
や
塾

な
ど
で
忙
し
そ
う
で
す
よ

ね
。
遊
び
た
く
て
も
遊
ぶ
相

手
が
い
な
か
っ
た
り
、
場
所

も
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
の

方
は
、
遊
び
の
大
切
さ
を
わ

か
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す

が
、
体
操
教
室
に
来
る
と
、

も
っ
と
技
術
を
磨
い
て
欲
し

い
と
、
た
だ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
願
っ
て
し
ま
う
。

　
で
も
そ
れ
は
親
の
願
い

で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し

く
な
い
と
続
き
ま
せ
ん
。
技

術
は
遊
び
の
中
か
ら
発
展
し

て
い
く
ん
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

の
向
上
に
は
楽
し
さ
が
一
番

で
す
。
そ
れ
自
体
を
好
き
に

な
っ
て
、
夢
中
に
な
る
事
が

大
切
で
す
。
楽
し
い
か
ら
や

る
、
や
っ
て
い
く
う
ち
に
技

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
も

っ
と
楽
し
く
な
る
。

　
そ
れ
自
体
を
楽
し
め
て
い

な
か
っ
た
ら
、
技
が
で
き
る

楽
し
み
ま
で
到
達
し
な
い
ん

で
す
。
出
来
る
楽
し
み
を
知

っ
て
い
る
子
は
、
出
来
な
い

と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
い
て
も
、

出
来
る
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て

い
く
と
こ
ろ
を
、
ま
た
楽
し

め
る
ん
で
す
よ
ね
。
教
室
で

指
導
し
て
い
て
も
、
ど
れ
だ

け
楽
し
い
も
の
を
提
供
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

勉
強
に
も

体
力
が
必
要

　
―
体
力
が
低
下
す
る
と
ど

ん
な
弊
害
が
あ
り
ま
す
か
？

　
体
の
基
本
は
体
力
で
す

ね
。
体
力
が
な
け
れ
ば
、
日

常
生
活
も
う
ま
く
い
か
な
い

か
も
（
笑
い
）
。
何
か
す
る

に
も
、
す
ぐ
疲
れ
る
、
勉
強

す
る
に
も
集
中
が
も
た
な
い

と
か
。
そ
う
、
集
中
す
る
の

も
体
力
が
必
要
で
す
ね
。
メ

ン
タ
ル
も
基
本
は
体
力
、
そ

の
た
め
に
は
、
運
動
と
食
事

と
睡
眠
が
大
事
で
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
ご
飯
も

食
べ
ず
に
、
寝
ず
に
仕
事
を

し
て
い
る
と
、
結
局
精
神
的

に
潰
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
ね
。
基
本
で
あ
る
体

の
部
分
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

と
、
目
標
に
向
か
っ
て
走
り

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん

で
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中

で
結
果
を
出
し
て
い
く
、
与

え
ら
れ
た
目
標
を
こ
な
し
て

い
く
、
ア
ス
リ
ー
ト
も
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
も
子
ど
も
も
一
緒

で
す
。
体
力
が
充
実
し
て
い

る
か
ら
気
力
も
出
て
く
る
。

体
が
動
い
て
い
る
と
気
持
ち

が
前
向
き
に
な
り
ま
す
ね
。

さ
ん
で
す
か
？

　
僕
の
教
室
に
も
い
ま
す
ね

（
苦
笑
い
）
。
息
が
あ
が
っ

て
し
ま
い
寝
そ
べ
っ
て
し
ま

っ
た
り
す
る
子
。
と
こ
ろ

が
、
準
備
運
動
で
へ
ば
っ
て

し
ま
う
子
で
も
、
遊
び
に
な

る
と
全
然
元
気
で
す
よ
。
教

室
と
教
室
の
間
に
意
図
的
に

15
分
間
の
遊
べ
る
時
間
を
と

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の

間
は
自
由
に
遊
ば
せ
て
い
ま

す
。
ど
の
子
も
す
ご
く
動
い

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

遊
び
の
時
に
能
力
を
発
揮
す

る
ん
で
す
ね
。
想
像
力
を
働

か
せ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
ま
す
。
急
に
壁
を

よ
じ
登
っ
た
り
、
す
ご
い
で

す
。
そ
の
15
分
間
は
汗
だ
く

に
な
っ
て
、
マ
ッ
ク
ス
で
遊

べ
る
の
に
、
準
備
運
動
に
な

る
と
、
動
け
な
い
ん
で
す
。

楽
し
け
れ
ば

限
界
ま
で
遊
ぶ

　
―
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
子
ど
も
た
ち
が
熱
中
し
て

い
る
か
、
し
て
い
な
い
か
、

子
ど
も
の
体
力
に
つ
い
て

金メダリスト
に聞く子どもの体力について

土曜日の授業 親と教師の考え方に差

技
術
は
遊
び
の
中
か
ら
発
展
す
る

好
き
で
楽
し
け
れ
ば
が
ん
ば
れ
る

体操の金メダリスト
米田功さん

　
米
田
功
（
よ
ね
だ
・
い
さ
お
）

＝
７
歳
か
ら
体
操
を
始
め
、
２
０

０
４
年
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
日
本
男
子
体
操
の
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
。
団
体

で
28
年
ぶ
り
と
な
る
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
し
て
の

経
験
を
も
と
に
、
２
０
０
９
年
か

ら
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て

活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

　
米
田
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

http://www.cartwheel.jp
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財
産
・
宝
と
し
て
、
大
切
に

守
り
育
て
る
覚
悟
が
あ
る
の

か
疑
問
に
思
う
現
状
が
多
々

あ
り
ま
す
。
大
人
の
勝
手
な

論
理
や
経
済
が
優
先
さ
れ
て

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
が
安
心
し
て
安
全
に
健

や
か
に
豊
か
な
成
長
を
遂
げ

る
に
は
、
家
庭
教
育
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
教
育
・

地
域
の
力
・
企
業
の
努
力
・

行
政
シ
ス
テ
ム
や
社
会
全
体

の
風
潮
な
ど
、
社
会
全
体
で

環
境
を
整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
全
力
で
役
割
・
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
先
進
諸
外
国
に
比
べ
、
子

ど
も
は
甘
や
か
さ
れ
が
ち
だ

が
、
真
に
は
大
切
に
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
子
ど

も
を
消
費
者
と
し
て
食
い
物

に
す
る
経
済
優
先
社
会
。
結

果
的
に
、
子
ど
も
を
性
対
象

と
す
る
こ
と
を
容
認
し
恥
じ

な
い
社
会
。
毎
日
見
守
り
活

動
を
続
け
な
が
ら
、
被
害
報

告
メ
ー
ル
を
読
む
と
、
な
ぜ

　
６
月
に
出
さ
れ
た
文
部
科

学
省
の
新
成
長
戦
略
で
は
、

科
学
・
技
術
・
情
報
通
信
、

雇
用
・
人
材
は
、
成
長
を
支

え
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
あ

り
、
「
強
い
人
材
」
即
ち
、

付
加
価
値
を
創
出
し
、
持
続

可
能
な
成
長
を
担
う
若
年
層

や
知
的
創
造
性
（
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
）
の
育
成
の
実
現
が
成

長
の
原
動
力
と
し
て
、
未
来

へ
の
投
資
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
「
子
ど
も
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
国
・
日
本
」
と
い
う

言
葉
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
当
に
こ
の
国

は
子
ど
も
を
、
未
来
を
担
う

と
い
う
憤
り
と
悲
し
み
に
襲

わ
れ
ま
す
。
教
育
へ
の
投
資

額
が
少
な
い
国
。
子
ど
も
は

お
客
様
で
、
地
域
社
会
に
力

を
生
か
し
に
く
い
風
土
。

　
そ
ん
な
危
機
的
な
状
況
下

で
は
、
私
た
ち
保
護
者
こ
そ

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
組
織
と

し
て
皆
で
、
社
会
全
体
に
、

子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
を
本

義
と
し
た
環
境
整
備
を
訴
え

て
い
か
ね
ば
、
変
え
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
す
。
私
た
ち

は
、
純
粋
に
「
子
ど
も
の
豊

か
な
育
ち
と
未
来
の
幸
福
」

を
最
優
先
に
考
え
る
団
体
で

あ
り
、
声
を
上
げ
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
今
こ
そ
一
丸

と
な
っ
て
、
本
旨
を
見
つ
め

て
行
動
す
る
「
強
い
」
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
関
し
て
は
、

来
年
か
ら
新
学
習
指
導
要
領

が
本
格
実
施
さ
れ
、
生
き
る

力
や
確
か
な
学
力
の
育
成
と

定
着
、
学
習
意
欲
の
涵
養
等

を
目
指
し
、
学
校
現
場
も
大

き
く
動
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
保
護
者
も
、
き
ち

ん
と
見
て
、
理
解
し
、
行
動

す
る
こ
と
で
学
校
や
地
域
、

社
会
の
「
教
育
の
力
」
を
借

り
な
が
ら
、
と
も
に
子
ど
も

を
育
て
て
い
く
姿
勢
が
大
切

で
す
。
日
常
が
基
礎
。
毎
日

子
ど
も
た
ち
と
接
し
、
愛

し
、
見
守
れ
る
幸
せ
を
実
感

し
自
覚
し
な
が
ら
、
将
来
自

律
的
に
自
ら
の
幸
福
を
獲
得

で
き
る
力
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
　

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
そ
う
い
う
願
い

を
持
つ
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
。
協
働
し
て
力
を
発
揮

で
き
る
場
。
何
よ
り
、
と
も

に
語
り
支
え
あ
え
る
連
帯
の

輪
で
す
。
皆
様
の
積
極
的
な

参
加
が
社
会
を
、
子
ど
も
た

ち
を
、
私
た
ち
を
、
豊
か
に

幸
せ
に
す
る
と
信
じ
ま
す
。

　
最
初
は
、
警
視
庁
生
活
安

全
部
山
下
部
長
の
講
演
『
子

ど
も
た
ち
を
犯
罪
や
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
守
る
た
め
に
』
。
現

在
は
、
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
な
ど

の
「
非
出
会
い
系
」
サ
イ
ト

で
の
児
童
の
被
害
が
増
え
て

い
て
、
小
学
生
で
も
、
実
際

に
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
遠
い
世
界

の
こ
と
で
は
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の

危
険
性
を
き
ち
ん
と
子
ど
も

と
話
し
合
い
、
使
い
方
の
ル

ー
ル
を
決
め
る
こ
と
や
、
携

帯
電
話
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
必
ず
つ
け
る
な
ど
の
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
次
の
、
子
ど
も
た
ち
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い

て
考
え
る
研
究
会
の
高
橋
氏

に
よ
る
研
修
『
親
子
で
取
り

組
む
ネ
ッ
ト
問
題
』
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
自
ら
そ
の

世
界
の
中
に
入
っ
て
い
く

「
発
信
・
参
加
型
」
で
あ
る

と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
親
の

想
像
を
超
え
る
ネ
ッ
ト
と
の

関
わ
り
方
を
す
る
の
も
う
な

ず
け
ま
す
。

　
後
半
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
人
気
の
あ
る
ゲ
ー
ム
サ
イ

ト
を
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

さ
れ
た
実
際
の
携
帯
電
話
の

画
面
を
使
っ
て
体
験
し
ま
し

た
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
ゲ

ー
ム
を
す
る
だ
け
で
は
な
く

見
知
ら
ぬ
人
と
の
個
人
的
な

や
り
取
り
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
大
人
が
小
学
生
を

誘
い
出
す
よ
う
な
内
容
の
書

き
込
み
に
は
、
会
場
か
ら
ざ

わ
め
き
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
実
際
の
事
例
を
聞
き
、

身
近
な
問
題
だ
と
感
じ
た
」、

「
家
に
帰
っ
て
子
ど
も
と
よ

く
話
し
合
い
た
い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
■
都
小
Ｐ
自
主
事
業
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
都
内

各
地
区
に
出
向
い
て
研
修
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催

の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
都
小
Ｐ
事
務
局
ま
で
ご

相
談
下
さ
い
。

　
６
月
５
日
（
土
）
、
第
21

回
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
が
、
文
京
区
立
昭
和
小
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
入
賞
し
た
各
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
約
70
名
が
出
席
、

各
校
に
都
小
Ｐ
会
長
よ
り
賞

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
（
教
育
家
庭
新

聞
社
賞
）
を
受
賞
し
た
世
田

谷
区
立
中
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
代
表
者
挨
拶
で
は
、
子
ど

も
の
通
う
学
校
へ
の
保
護
者

の
熱
い
思
い
が
、
素
晴
ら
し

い
広
報
紙
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

都
内
15
区
市
の
単
Ｐ
と
Ｐ
連

か
ら
１
１
３
紙
の
応
募
を
い

た
だ
き
、
４
月
27
日
（
火
）

都
小
Ｐ
事
務
所
で
審
査
会
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

最
優
秀
賞
１
紙
、
優
秀
賞
６

紙
、
佳
作
６
紙
、
奨
励
賞
９

紙
（
Ｐ
連
１
紙
含
む
）
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
入
賞
し
た
都
小
Ｐ
加

盟
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
広
報
紙
を

（
社
）
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協

議
会
の
第
31 
回
全
国
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
に
推
薦
し
た
結
果
、

足
立
区
立
中
島
根
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
「
な
か
し
ま
ね
」
が

佳
作
に
入
賞
。
8
月
27
日(

金)

、
第
58
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
研
究
大
会
広
報
分
科
会

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　　
▼
最
優
秀
賞
（
教
育
家
庭

新
聞
社
賞
）
＝
世
田
谷
区
立

中
里
小
学
校
Ｐ
Т
Ａ

「NAKAZATO

」

　
▼
優
秀
賞
＝
杉
並
区
立
沓

掛
小
学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
く
つ
か

け
」
／
杉
並
区
立
杉
並
第
二

小
学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
杉
二
だ
よ

り
」
／
杉
並
区
立
高
井
戸
第

三
小
学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
た
か
さ

ん
」
／
杉
並
区
立
高
井
戸
東

小
学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
風
」
／
足

立
区
立
中
島
根
小
学
校
Ｐ
Т

Ａ
「
な
か
し
ま
ね
」
／
町
田

市
立
町
田
第
一
小
学
校
Ｐ
Т

Ａ
「
明
る
い
窓
」

　
▼
佳
作
＝
杉
並
区
立
和
泉

小
学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
い
ず
み
」

／
世
田
谷
区
立
烏
山
北
小
学

校
Ｐ
Т
Ａ
「
Ｐ
Т
Ａ
広
報
か

ら
き
た
」
／
足
立
区
立
栗
原

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
く
り
は

ら
」
／
足
立
区
立
千
寿
本
町

小
学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
千
寿
本

町
」
／
世
田
谷
区
立
千
歳
小

学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
け
や
き
」
／

江
東
区
立
豊
洲
北
小
学
校
Ｐ

Т
Ａ
「
ゆ
た
か
」

　
▼
奨
励
賞
＝
江
東
区
立
越

中
島
小
学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
か
も

め
」
／
葛
飾
区
立
鎌
倉
小
学

校
Ｐ
Т
Ａ
「
か
ま
く
ら
」
／

小
平
市
立
小
平
第

五
小
学
校
Ｐ
Т
Ａ

「
手
を
つ
な
ご

う
」
／
荒
川
区
立

汐
入
小
学
校
Ｐ
Т

Ａ
「
汐
入
だ
よ

り
」
／
目
黒
区
立

中
目
黒
小
学
校
Ｐ

Т
Ａ
「
な
か
め
ぐ

ろ
」
／
渋
谷
区
立

広
尾
小
学
校
Ｐ
Т

Ａ
「
ひ
ろ
お
」
／

文
京
区
立
本
郷
小

学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
ほ

ん
ご
う
」
／
あ
き

る
野
市
立
屋
城
小

学
校
Ｐ
Т
Ａ
「
屋

城
」
／
世
田
谷
区

立
小
学
校
Ｐ
Т
Ａ
連
合
協
議

会
「
せ
た
が
や
Ｐ
Т
Ａ
の
広

場
」

【
副
会
長
】

木
口
裕
介
（
文
京
区
）

担
当
　
総
務
財
政
委
員
会

【
副
会
長
】

増
田
秀
一
（
荒
川
区
）

担
当
　
広
報
委
員
会

【
副
会
長
】

原
田
勉
（
足
立
区
）

担
当
　
教
育
問
題
対
策
委
員

会

　
平
成
22
年
3
月
20
日
（
土
）
、
都
小
Ｐ
の
自
主
事
業
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ひ
ろ
ば
2009
」
が

開
催
さ
れ
、
「
親
子
で
取
り
組
む
ネ
ッ
ト
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
と
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
百
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

PTAは親の願いの輪
㈳東京都小学校PTA協議会
会長 新谷珠恵（世田谷区）

サ
イ
ト
の
実
態
知
っ
て
驚
き
の
声

「
親
子
で
取
り
組
む
ネ
ッ
ト
問
題
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ひ
ろ
ば
2009

想像以上の内容に会場からざわめきも

保
護
者
の
思
い
が
あ
ふ
れ
る
紙
面

第
21
回
都
小
Ｐ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

平
成
22
年
度
都
小
Ｐ
役
員
紹
介

都
小
Ｐ
レ
ポ
ー
ト

【
副
会
長
】

大
根
秀
夫
（
目
黒
区
）

担
当
　
厚
生
委
員
会
／
公
益

法
人
制
度
改
革
対
策
特
別
委

員
会

【
常
務
理
事
】

永
井
俊
子
（
世
田
谷
区
）

担
当
　
教
育
問
題
対
策
委
員

会

入
賞
し
た
広
報
紙

東京都小学校ＰＴＡ
リーダー研修会の
ご 案 内

平成22年度東京都教育委員会委託事業

　今の子どもたちの非行の実
態・実情を知り、現場で実際
に対応している専門職のお話
を聞くことから、小学生時代
から非行の芽をつくらないた
めの保護者の学びの機会とし
て、都小Ｐは東京都小学校Ｐ
ТＡリーダー研修会を開催し
ます。
【日時】
平成22年11月13日（土）
午後１時30分～午後４時30分
【場所】
警視庁新橋庁舎大会議室
住所＝港区新橋６―18―12
【テーマ】
「なぜ？どうして？　子ども
の心がわからない！～心に闇
を映す親～」
　●参加申込み・詳細につい
ては、都小Ｐ事務局までお問
合せ下さい。
　ＴＥＬ＝０３―３４３１―１５７５




